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《自転車事故ゼロ部会の「取組の方向性」》

(1) まち歩きの実施による区内道路の危険箇所の調査

(2) 中高年者を対象とした自転車ルールの周知

じてんしゃ じこ ぜろぶかい とりくみ ほうこうせい

ある じっし くないどうろ きけんかしょ ちょうさ

ちゅうこうねん しゃ たいしょう じてんしゃ る ー る しゅうち
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(1)第３回《平成26年12月17日（水）、委員７名出席》

・審議テーマに関する課題の整理

・現地調査の実施についての検討

(2)第４回《平成27年２月２日（月）、委員８名出席》

・現地調査の実施についての検討

・中高年を対象とした自転車ルール周知手法についての検討

(3)第５回《平成27年２月23日（月）、委員７名出席》

・幸警察署からの情報提供

・現地調査の実施についての検討

だい かい へいせい ねん がつ にち すい いいん めいしゅっせき

しん ぎ てー ま かん かだい せいり

げんちちょうさ じっし けんとう

だい かい へいせい ねん がつ か げつ いいん めいしゅっせき

げんち ちょう さ じっし けんとう

ちゅうこうねん たいしょう じてんしゃ るーる しゅうち しゅほう けんとう

だい かい へいせい ねん がつ にち げつ いいん めいしゅっせき

さいわいけいさつしょ じょうほうていきょう

げんちちょう さ じっし けんとう
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次の３つの関連データを集め、地図上に集約しました。

①平成25、26年 幸区内自転車事故発生箇所（幸警察署）

②通学路安全対策会議 通学路安全点検状況調査（教育委員会）

③川崎市自転車通行環境整備実施計画 緊急整備箇所（川崎市）

つぎ かんれん でーた あつ ちずじょう しゅうやく

へい せい ねん さいわいくない じてんしゃ じこ はっせいかしょ さいわいけいさつしょ

つうがくろ あんぜんたいさくかいぎ つうがくろ あんぜんてんけんじょうきょうちょうさ きょう いくいいんかい

かわさきし じてんしゃつう こう かんきょうせいび じっしけいかく きんきゅうせいびかしょ かわさきし
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３ 現況
げんきょう
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ア 幸区における自転車事故の概況

・尻手黒川道路等の主要幹線道路での事故が多い

・発生箇所は「交差点・横断歩道付近」「見通しの悪い場所」「路外施設の出入り口

付近」が多い

イ 特に目立つ「自転車ルール違反」

・車道の右側通行

・イヤホン、ヘッドホンを使用しながらの運転

・スマートフォンを使用しながらの運転

・「一時停止」標識がある所での不停止

ウ 「区内道路の危険箇所調査」実施にあたっての着目点のアドバイス

・「歩行者（子ども、大人）」「自転車運転者」「自動車運転者」等、さまざまな立場から

の視点を意識して調査するのがよいのではないか

あ さいわいく じてんしゃ じこ がいきょう

しってくろかわどうろなど しゅようかんせんどうろ じこ おお

はっせいかしょ こうさてん おうだんほどうふきん みとお わる ばしょ ろがいしせつ でい ぐち

ふきん おお

い とく めだ じてんしゃるーるいはん

しゃどう みぎがわつうこう

いやほん へっどほん しよう うんてん

すまーとふぉん しよう うんてん

いちじていし ひょうしき ところ ふていし

う くないどうろ きけんかしょちょうさ じっし ちゃくもくてん あどばいす

ほこうしゃ こ おとな じてんしゃうんてんしゃ じどうしゃうんてんしゃ など たちば

してん いしき ちょうさ

・「横断歩道外横断」「安全不確認」による事故発生の割合が高い

（平成２５年「交通年鑑」より）

⇒交通ルールの不徹底とともに、加齢による注意力・判断力の低下が背景にある
のではないか
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・出張型自転車実技教室（東京都交通安全協会）

・シミュレーション機器を活用した交通安全教室（神奈川県警）

・交通安全高齢者自転車大会（神奈川県交通安全協会）

・自動車学校と連携した自転車交通安全教室（上尾市）

おうだんほどうがいおうだん あんぜんふかくにん じこ はっせい わりあい たか

へいせい ねん こうつうねんかん

こうつうるーる ふてってい かれい ちゅういりょく はんだんりょく ていか はいけい

しゅっちょうがたじてんしゃじつぎきょうしつ とうきょうとこうつうあんぜんきょうかい

しみゅれーしょん きき かつよう こうつうあんぜんきょうしつ かながわけんけい

こうつうあんぜんこうれいしゃじてんしゃたいかい かながわけんこうつうあんぜんきょうかい

じどうしゃがっこう れんけい じてんしゃこうつうあんぜんきょうしつ あげお し
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ア 調査目的

道路の危険箇所を把握することで、課題解決に関する検討の材料とする。

イ 調査対象

「過去に自転車事故が多発した地点」等を対象に実施

ウ 調査時期

平成２７年４月～６月（「南河原」「御幸」「日吉」の３地区でそれぞれ実施）

エ 調査方法

(ｱ) １地区当たり５、６箇所程度の現場を確認

(ｲ) 現場確認後、区役所に戻り、結果をとりまとめ

あ ちょうさもくてき

どうろ きけんかしょ はあく かだいかいけつ かん けんとう ざいりょう

かこ じてんしゃじこ たはつ ちてん など たいしょう じっし

う ちょうさじき

へいせい ねん がつ がつ みなみがわら みゆき ひよし ちく じっし

え ちょうさほうほう

あ ちく あ かしょ ていど げんば かくにん

い げんば かくにんご くやく しょ もど けっか

い ちょうさたいしょう
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ア 検討の経過

・注意力・判断力の低下を実感してもらうのが重要

・実技を伴う講習で、機敏に動けるか体感してもらうのがよいのでは

イ 実施イメージ

・地域団体が行う、20人以下の小規模なイベントの時間を借りて実施

・「自転車シミュレーター」「視野診断計」等の複数の機器を体験してもらう

→参加者一人ひとりにあわせたキメ細かな交通安全教室を目指す

ウ 今後の取組

・区役所危機管理担当と実施内容について

意見交換

・地域団体と、開催日、場所等を調整

・「区民祭」等の人が集まるイベントでの実施も検討 10

あ けんとう けいか

ちゅういりょく はんだんりょく ていか じっかん じゅうよう

じつぎ ともな こうしゅう きびん うご たいかん

ちいきだんたい おこな にん いか しょうきぼ いべんと じかん か じっし

じてんしゃ しみゅれーたー しやしんだんけい など ふくすう きき たいけん

さんかしゃ ひとり きめ こま こうつうあんぜんきょうしつ めざ

くやくしょ ききかんり たんとう じっしないよう

いけんこうかん

ちいきだんたい かいさいび ばしょ など ちょうせい

くみんまつり など ひと あつ いべんと じっし けんとう

い じっし いめーじ

う こんご とりくみ
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(1) 区内道路の危険箇所調査 (2) 少人数制高齢者交通安全教室

調査の実施（４～６月）

調査結果の検証（７月）

地域団体との調整（４～７月）

具体的な実施内容の検討

（ ４～７月）

第４回 幸区区民会議（８月頃）第４回 幸区区民会議（８月頃）

くないどうろ きけんかしょちょうさ しょうにんずうせい こうれいしゃ こうつうあんぜんきょうしつ

ちょうさ じっし がつ ちいきだんたい ちょうせい がつ

ちょうさけっか けんしょう がつ

ぐたいてき じっしないよう けんとう

がつ

だい かい さいわいく くみんかいぎ がつごろ
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《地域力で暮らしやすいまち部会の取組の方向性》

（１） 町内会や民生委員など地域が連携し、高齢者、

障害者、子どもを支えるための仕組みづくり

（２） 加入のメリットが実感できる魅力ある町内会づくり

ちいきりょく く ぶかい とりくみ ほうこうせい

ちょうないかい みんせいいいん ちいき れんけい こうれいしゃ

しょうがいしゃ こ ささ しく

かにゅう めりっと じっかん みりょく ちょうないかい
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(1)第３回《平成26年12月16日（火）、委員10名出席》

・今後の取組の方向性の整理について

・現状課題の把握について

（地域包括ケアシステムについて等）

(2)第４回《平成27年１月27日（火）、委員９名出席》

・他区・他都市における取組状況について

・地域における取組状況の調査について

(3)第５回《平成27年２月20日（金）、委員８名出席》

・ヒアリング調査等の報告について

・今後の調査審議について

だい かい へいせい ねん がつ にち か いいん めいしゅっせき

こんご とりくみ ほうこうせい せいり

げんじょうかだい はあく

ちいきほうかつけあしすてむ など

だい かい へいせい ねん がつ にち か いいん めいしゅっせき

たく たとし とりくみじょうきょう

ちいき とりくみじょうきょう ちょうさ

だい かい へいせい ねん がつ にち きん いいん めいしゅっせき

ひありんぐ ちょうさなど ほうこく

こんご ちょうさしんぎ
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《地域包括ケアシステムのポイント》

・2025年（平成37年）は本格的な超高齢社会が到来

→自分らしく暮らし続けられる「地域づくり」

→地域包括ケアシステムの構築

・市では川崎らしい都市型の地域包括ケア

システムの構築に向けた取組を推進

①「地域包括ケア推進室」の創設

②「（仮称）川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン」の策定

ちいきほうかつけあしすてむ ぽいんと

ねん へいせい ねん ほんかくてき ちょうこうれいしゃかい とうらい

じぶん く つづ ちいき

ちいきほうかつけあしすてむ こうちく

し かわさき としがた ちいきほうかつけあ

しすてむ こうちく む とりくみ すいしん

ちいきほうかつけあすいしんしつ そうせつ

かしょう かわさきしちいきほうかつけあしすてむすいしんびじょん さくてい
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①第４期区民会議「みんなで見守りたい」の調査審議内容

・「見守り活動」に関するアンケート調査

・見守り関係団体へのインタビュー調査 等

第４期は、見守り冊子作成・活用による見守り活動の裾野拡大

調査審議内容が繰り返しにならないように意識する

②町内会・自治会の活性化に関する区・市の取り組み

・加入促進のためのチラシやＨＰ作成

・人材育成を目的とした講座の実施

・スポーツ大会、清掃活動などイベント支援 等

すでに様々な取組が行われている

だい き くみんかいぎ みまも ちょうさしんぎないよう

みまも かつどう かん あんけーとちょうさ

みまも かんけいだんたい いんたびゅーちょうさ など

だい き みまも さっしさくせい かつよう みまも かつどう すそのかくだい

ちょうさしんぎないよう く かえ いしき

ちょうないかい じちかい かっせいか かん く し と く

かにゅうそくしん ちらし さくせい

じんざいいくせい もくてき こうざ じっし

すぽーつたいかい せいそうかつどう いべんとしえん など

さまざま とりくみ おこな
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《ヒアリング調査の目的》

・地域での現状課題の把握

・活性化・見守りに関する取組の収集

・地域に期待する役割の確認

・地域での団体間の連携の可能性

ひありんぐちょうさ もくてき

ちいき げんじょうかだい はあく

ちいき きたい やくわり かくにん

かっせいか みまも かん とりくみ しゅうしゅう

ちいき だんたいかん れんけい かのうせい
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項目 ヒアリング先

高齢者、

子ども、

障害者全般

町内会・自治会

鋼管通２丁目町内会

くぬぎ台団地自治会

大山自治会（区が実施する町内会・自治会

活性化講座を受講）

高齢者

老人クラブ 戸手中部町内会（九十九会）

地域包括支援センター
夢見ヶ崎地域包括支援センター

かしまだ地域包括支援センター

子ども 地域子育て支援センター 地域子育て支援センターふるいちば

障害者 障害者相談支援センター 区内全４か所の障害者相談支援センター

こうもく ひありんぐさき

こうれいしゃ

こ

しょうがいしゃぜんぱん

こうれいしゃ

こ

しょうがいしゃ

ちょうないかい じちかい

ろうじん くらぶ

ちいきほうかつしえんせんたー

ちいき こそだ しえんせんたー

しょうがいしゃそうだんしえんせんたー

こうかんどおり ちょうめちょうないかい

だいだんち じちかい

おおやまじちかい く じっし ちょうないかい じちかい

かっせいか こうざ じゅこう

とでちゅうぶちょうないかい つくもかい

ゆめみがさきちいきほうかつしえんせんたー

ちいきほうかつしえんせんたー

ちいき こそだ しえんせんたー

くない ぜん しょ しょうがいしゃそうだんしえんせんたー

① 夢見ヶ崎地域包括支援センター 【実施日：平成27年１月30日】

② かしまだ地域包括支援センター 【実施日：平成27年２月４日】

・些細な変化への「気付き」には、地域の方が頼りになる

・町内会・自治会など既存組織が見守り体制を構築することができれば理想的

・地域包括ケアシステムの重要性を自分のことと理解してもらうために

は、町内会・自治会の協力を得ることが効果的

（４） 高齢者
こ う れ い し ゃ

に関
かん

するヒアリング
ひ あ り ん ぐ

調査
ち ょ う さ
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夢見ヶ崎地域包括支援センター かしまだ地域包括支援センター かしまだ包括虹便り

ゆめみがさき ちいきほうかつしえんせんたー じっしび へいせい ねん がつ にち

ちいきほうかつしえんせんたー じっしび へいせい ねん がつ か

ささい へんか きづ ちいき かた たよ

ちょうないかい じちかい きぞん そしき みまも たいせい こうちく りそうてき

ちいき ほうかつ けあしすてむ じゅうようせい じぶん りかい

ちょうないかい じちかい きょうりょく え こうかてき



区内４つの障害者相談支援センター 【実施日：平成27年２月24日】

（さいわい基幹相談支援センター・ラルゴ・りぼん・あんさんぶる）

・地域では多くの障害者が生活しており、自分もいつ障害者になるかわからない。

障害は特別ではないということを、地域の皆に理解してほしい

・町内会・自治会などとのつながりが強くなれば、相互の連絡体制により、

心配な人の行動把握ができる

・例えば、防災訓練など特定の目的があるイベントに

障害者が参加することで、お互いのことを考える

きっかけになる
21

くない しょうがいしゃそうだんしえんせんたー じっしび へいせい ねん がつ にち

きかんそうだんしえんせんたー らるご

ちいき おお しょうがいしゃ せいかつ じぶん しょうがいしゃ

しょうがい とくべつ ちいき みんな りかい

ちょうないかい じちかい つよ そうご れんらくたいせい

しんぱい ひと こうどうはあく

たと ぼうさいくんれん とくてい もくてき いべんと

しょうがいしゃ さんか たが かんが

地域子育て支援センターふるいちば 【実施日：平成27年３月10日】

・子どもと保護者が一緒に遊びに来る施設で、保護者同士の交流や情報交換、

地域のボランティアとの触れ合いの場となっている。

・地域のボランティアと子どもの関係は、センターの外でも挨拶するなど、

ゆるやかな見守りにつながっている。

・外との関わりがなく、一人で子育てを抱え込んで

いる保護者を誘い出すためには、地域の方の

力が重要である。
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ちいき こそだ しえんせんたー じっしび へいせい ねん がつ か

こ ほごしゃ いっしょ あそ く しせつ ほごしゃ どうし こうりゅう じょうほうこうかん

ちいき ぼらんてぃあ ふ あ ば

ちいき ぼらんてぃあ こ かんけい せんたー そと あいさつ

みまも

そと かか ひとり こそだ かか こ

ほごしゃ さそ だ ちいき かた

ちから じゅうよう



第１回 町内会・自治会入門～自分を活かす活動の極意

講師：元宮前区長 大下勝巳

第２回 先進事例に学ぶ～命を守る立川市の自治会

講師:立川市大山自治会会長 佐藤良子

第３回 磨けば輝く町内会・自治会の底力

講師：専修大学経済学部講師 犬塚裕雅

第４回 大都市における町内会・自治会と地域リーダー

講師：首都大学東京教授 和田清美 23

～地域を豊かにするために～
町内会活性化講座（第１回）

だい かい ちょうないかい じちかい にゅうもん じぶん い かつどう ごくい

こうし もとみやまえくちょう おおしたかつみ

だい かい せんしんじれい まな いのち まも たちかわし じちかい

こうし たちかわし おおやまじちかいかいちょう さとう よしこ

だい かい みが かがや ちょうないかい じちかい そこぢから

こう し せんしゅうだいがく けいざいがくぶ こうし いぬづかひろまさ

だい かい だいとし ちょうないかい じちかい ちいきりーだー

こう し しゅとだいがくとうきょう きょうじゅ わだ きよみ

鋼管通２丁目町内会 【実施日：平成27年３月５日】

＜見守り活動を始めた経緯＞

・地区内で孤独死が発生。民生委員だけではみきれない。

→町内会全体で見守り活動を実施する体制が求められる。

＜主な見守り活動＞

・ふれあい会食会 … 一人暮らし高齢者、日中に一人になる高齢者が対象

・協力員(登録制)による活動 … 高齢者・障害者世帯への暮らしの支援・お手伝い

・見守り訪問、相互見守り活動 …月２回の定期的見守り訪問と地域を少人数で

グループ化したお互いを見守る体制づくり
24

こうかんどおり ちょうめ ちょうないかい じっしび へいせい ねん がつ か

みまも かつどう はじ けいい

ちくない こどくし はっせい みんせいいいん

ちょうないかいぜんたい みまも かつどう じっし たいせい もと

おも みまも かつどう

かいしょくかい ひとり ぐ こうれいしゃ にっちゅう ひとり こうれいしゃ たいしょう

きょうりょくいん とうろくせい かつどう こうれいしゃ しょうがいしゃ せたい く しえん てつだ

みまも ほうもん そうご みまも かつどう つき かい ていきてき みまも ほうもん ちいき しょうにんずう

ぐるーぷ か たが みまも たいせい



（１） 具体的な取組を検討する視点

・第４期の見守りに関する取組を発展させた内容とする

・高齢者だけでなく、障害者や子どもについても、地域で見守り・支え合い

が必要な対象とする

・見守り体制の強化等を通じ、町内会・自治会が活性化する方策を探る

（２） 部会での今後の取組

町内会・自治会を中心とした見守り活動

・町内会・自治会の活性化につながる方策について、効果を想定した上

での試行実施の検討を進める

・地域包括ケアシステムの構築に資する見守り体制の強化等につなげる
25

ぐたいてき とりくみ けんとう してん

だい き みまも かん とりくみ はってん ないよう

こうれいしゃ しょうがいしゃ こ ちいき みまも ささ あ

ひつよう たいしょう

みまも たいせい きょうか など つう ちょうないかい じちかい かっせいか ほうさく さぐ

ぶかい こんご とりくみ

ちょう ないかい じちかい ちゅうしん みまも かつどう

ちょうないかい じちかい かっせいか ほうさく こうか そうてい うえ

しこうじっし けんとう すす

ちいきほうかつ けあしすてむ こうちく し みまも たいせい きょうか など
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取組事例収集のためのヒアリング調査（～４月）

取組内容・方法（案）の決定

試行実施など

方法及び効果の検証

第４回 幸区区民会議（８月頃）

とりくみじれいしゅうしゅう ひありんぐ ちょうさ がつ

とりくみないよう ほうほう あん けってい

しこうじっし

ほうほうおよ こうか けんしょう

だい かい さいわいくくみんかいぎ がつごろ


